
（３）本学大学院博士課程（５年一貫制）への入学について 

工学部を正規（４年）又は早期（３年）卒業後，さらに本学での勉学を希望す

る者は，大学院工学研究科博士課程（５年一貫制）に入学する道が開かれていま

す。講義・演習及び実験もありますが，学部と違い，活動の主体は研究です。こ

の課程を修了すると「博士の学位」が授与されます。 
選抜方法等の詳細については，各年度に発表される学生募集要項及びホームペ

ージ等で確認してください。 
 

（４）大学院博士課程（５年一貫制）飛び級入学に関する出願資格及び入学

資格について 

この制度は，研究者として優れた資質を有する者に早期から大学院教育を提供

する趣旨で設けられています。 
なお，この飛び級で大学院博士課程（５年一貫制）に入学した者には本学から

卒業資格は与えられません。しかし，博士課程在学中に不足単位を取得したうえ

で「大学評価・学位授与機構」へ単位の修得状況を証明する書類を提出し，資格

審査を経て，「学士の学位」を上記の機構から取得できます。 
また，この機構が授与する「学士の学位」は，大学の卒業者に授与される学士

の学位と同等です。ただし，各種の資格試験や入社試験の中には，その受験資格

を，「学士の学位」ではなく，「大学卒業」としている場合があるので注意してく

ださい。 
次に掲げる要件のうちいずれかに該当する場合には，本学部に３年次以上在学

した者に大学院博士課程（５年一貫制））の出願資格を与えます。 

① ２年次末までに，教養教育科目及び専門教育科目の卒業要件合計単位数の６

０％以上の単位を修得し，そのうち，専門教育科目の９５％以上の単位数が上

位の評語※であること。 
② カリキュラム上，履修上限単位数に制限があり，①の要件を満たせない場

合は，教養教育科目及び専門教育科目の履修上限合計単位数の９５％以上の単

位を修得し，そのうち，専門教育科目の９５％以上の単位数が上位の評語※であ

ること。 
 
博士課程（５年一貫制）の入学資格（飛び級）は，３年次末までに，卒業要件 

単位数から４年次対象の必修科目の単位数を差し引いた単位数を修得し，そのう

ち，専門教育科目の９５％以上の単位数が最上位の評語※であるものとします。 
 
 
 
 



※上位の評語の定義については，次の表のとおりとする。記載のないパターンについては, 
次の表に準じる。 

 
成績評価 

合格 
不合格 

上位 中位 下位 

5 段階評価（パターン 1） 100～90 点 89～80 点 79～70 点 69～60 点 59 点以下 

4 段階評価（パターン 2） ― 100～80 点 79～70 点 69～60 点 59 点以下 
5 段階評価（パターン 3） AA A B C D 
5 段階評価（パターン 4） S A B C F 
5 段階評価（パターン 5） A B C D F 
4 段階評価（パターン 6） ― A B C F 
5 段階評価（パターン 7） 秀 優 良 可 不可 
4 段階評価（パターン 8） ― 優 良 可 不可 

 


